
重
要
で
あ
る
。
そ
の
有
効
な
ツ
ー
ル

が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
で
あ

る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
は
、
学
校

運
営
協
議
会
を
設
置
し
た
学
校
の
こ

と
で
あ
る
。
学
校
運
営
協
議
会
と
は
、

地
域
住
民
や
保
護
者
等
が
学
校
運
営

や
教
育
活
動
に
つ
い
て
協
議
し
意
見

を
述
べ
る
合
議
体
で
あ
る
。
学
校
運

営
協
議
会
で
協
議
さ
れ
た
「
目
指
す

子
供
の
姿
」
を
学
校
、
家
庭
、
地
域

が
共
有
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
実
現

に
向
け
て
地
域
総
ぐ
る
み
で
協
働
し

て
い
く
と
い
う
仕
組
み
で
あ
る
。

学
校
運
営
協
議
会
の
主
な
三
つ
の
機
能

校
長
が
作
成
す
る
学
校
運
営
の

1

基
本
方
針
を
承
認
す
る
。

学
校
運
営
に
つ
い
て
、
教
育
委

2

員
会
ま
た
は
校
長
に
意
見
を
述

べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

教
職
員
の
任
用
に
関
し
て
、
教

3

育
委
員
会
規
則
に
定
め
る
事
項

に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
に
意

見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

学
校
運
営
協
議
会
設
置
の
利
点

学
校
運
営
協
議
会
委
員
は
、
学

1

校
と
「
対
等
な
立
場
」
で
学
校

運
営
の
当
事
者
と
し
て
協
議
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
立
場
に
な

る
。
保
護
者
や
地
域
住
民
等
の

<

活
動
紹
介>

食
生
活
改
善
推
進
員
団
体
連
絡
協
議

会
末
崎
支
部

同
末
崎
支
部
（
支
部
長

古
澤
弥

代
子
、
会
員

人
）
の
今
年
度
の
活

21

動
計
画
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

１
高
血
圧
を
抑
制
す
る
食
事
の
普
及

（
実
演
や
献
立
を
作
っ
て
配
付
）

２
郷
土
の
伝
統
料
理
の
継
承
と
普
及

（
椿
の
里
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
「
椿
ゆ
べ
し
」
、
「
け
ん
ち
ん

汁
」
の
普
及
）

３
高
齢
者
支
援
（
特
に
被
災
さ
れ
た

高
齢
者
支
援
）

４
そ
の
他
（
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
協
力
。

椿
ゆ
べ
し
や
け
ん
ち
ん
汁
づ
く
り
）

月

日
に
は
、
会
員

人
が
集
ま

10

22

11

っ
て
、
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
で
「
椿

ゆ
べ
し
」
づ
く
り
を
行
っ
た
。

月

日
は
、
末
崎
小
学
校
で
子
供

11

24

た
ち
に
「
け
ん
ち
ん
汁
」
を
作
っ
て

み
せ
る
。

月

日
は
、
平
南
団
地
の
高
齢
者

12

10

に
お
弁
当
を
作
っ
て
届
け
る
こ
と
に

し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
つ
ば
き
祭
り
や
つ
ば
き

サ
ミ
ッ
ト
に
も
椿
ゆ
べ
し
や
け
ん
ち

ん
汁
づ
く
り
に
依
頼
さ
れ
て
い
る
と

い
う
。
す
べ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
活
動
し
て
い
る
。

会

員

募

集

中

で

す
！！

椿 ゆ べ し

令
和

年
度
よ
り
市
内
の
小
・

4

中
学
校
の
学
校
運
営
の
あ
り
方
が

変
わ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
（
学
校
運
営
協
議
会
制
度
）

に
関
す
る
法
改
正
に
よ
る
も
の
で
、

そ
の
導
入
に
つ
い
て
、
市
教
委
は

準
備
を
進
め
て
い
る
。

今
日
の
子
供
た
ち
を
取
り
巻
く

環
境
や
学
校
が
抱
え
る
課
題
は
複

雑
化
・
多
様
化
し
て
お
り
、
教
育

改
革
、
地
方
創
生
等
の
観
点
か
ら

も
学
校
と
地
域
の
連
携
・
協
働
の

重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

子
供
や
学
校
の
抱
え
る
課
題
の

解
決
、
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の

豊
か
な
成
長
の
た
め
に
は
、
社
会

総
が
か
り
で
よ
り
よ
い
教
育
の
実

現
を
目
指
し
て
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。
そ
れ
に
は
、
現
在
の
「
開
か

れ
た
学
校
」
か
ら
、
さ
ら
に
一
歩
踏

み
出
し
て
、
地
域
で
ど
の
よ
う
な

子
供
た
ち
を
育
て
る
の
か
、
何
を

実
現
し
て
い
く
の
か
と
い
う
目
標

や
ビ
ジ
ョ
ン
を
地
域
住
民
等
と
共

有
し
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
子
供

た
ち
を
育
む
「
地
域
と
と
も
に
あ
る

学
校
」
へ
と
転
換
し
て
い
く
こ
と
が

 

51 天照御祖神社・伊勢神宮について ～ その 3
(2) 末崎町の伊勢神宮について
③ 御伊勢山神社
所在地 末崎町字山岸（御伊勢山・前山の中腹あたり）
祭神 天照皇大神
創建・勧請年月日 天保年間？（1830～ 1843）
別当・管理者 小細浦 上古戸(ワフンド) 浅野修一氏
社殿・祠等 拝殿の後に本殿有り、どちらも木造鋼板葺
大きさ 本殿 3尺× 3尺 拝殿 1.5間× 1.5間
棟札 天保、安政、明治の三枚がある
説明 別当である、上古戸(ワフンド)浅野家は、小細浦浅野家

の
総本家である。
浅野幸一氏(故人)の話によると、御伊勢山神社の創建は

はっきりしないが、15、6 年前に神社本殿の後ろにあった古
い松の木に雷が落ちて倒れたが、その松の木をかたづける際
に年輪を調べてみたら 650 年たっていることが分かった。し
たがって神社も 650 年はたっているものと思っているとのこ
とであった。
また、浅野家は昭和 17、8(1942、43)年あたりまで船をか

けていてかつお漁や、いわし流し漁等をしていて船の名前は
神社との関わりで「天照丸」であった。神社は神明様とも呼
んでいる。(紀)

御伊勢山神社の本殿、本殿の前に拝殿もある。

末崎町の石碑・祠・神社 コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

～
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
～

意
見
が
学
校
運
営
に
反
映
さ
れ
る
こ

と
で
、
学
校
運
営
の
改
善
・
充
実

が
期
待
で
き
る
。

学
校
・
家
庭
・
地
域
に
お
い
て
、

2
共
通
の
目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
目

指
し
た
取
り
組
み
（
活
動
）
が

可
能
と
な
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
機

3
能
で
あ
る
「
校
長
が
作
成
す
る

学
校
運
営
の
基
本
方
針
の
承
認
」

を
通
じ
て
、
校
長
は
、
保
護
者

や
地
域
住
民
等
に
対
す
る
説
明

責
任
の
意
識
が
向
上
す
る
と
と

も
に
、
保
護
者
や
地
域
住
民
等

の
理
解
・
協
力
を
得
た
風
通
し

の
よ
い
学
校
運
営
が
可
能
と
な

る
。

多
様
な
人
材
の
英
知
を
結
集
す

4
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
学
校
運

営
の
改
善
に
資
す
る
よ
り
確
か

な
計
画
・
実
行
・
評
価
・
改
善

の
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
や
す
く

な
る
。
な
ど
の
利
点
が
挙
げ
ら

れ
る
。

あ
ら
た
め
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
と
い
う
の
は
、
学
校
運

営
に
保
護
者
や
地
域
住
民
の
声
を

生

か

し

、

学

校

が

地

域

と

一

体

と

な

っ

て

、

特

色

あ

る

学

校

づ

く

り

、

魅

力

あ

る

学

校

づ

く

り

を

進

め

る

学

校

体

制

で

あ

る

と

も

い

え

よ
う
。
期
待
し
た
い
。

★
ミ
ニ
門
松
づ
く
り

日

時

月

日(

日
）

時

12

12

10

受
付

作
業
タ
イ
ム

時

分
～

時

10

15

12

場

所

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

主

催

末
崎
地
区
公
民
館

（

ー
２
９
５
５
）

29

主

管

ど
こ
竹
＠
武
蔵
野
三
鷹

末
崎
グ
ル
ー
プ

代

表

村

上

正

吉

材
料
準
備
数

個
限
定
と
致
し
ま
す

30な
く
な
り
次
第
終
了
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で

早
め
に
お
い
で
下
さ
い

参
加
料

材
料
代
と
し
て

個
３
０
０
円

1
（
１
世
帯
２
個
ま
で
）

★
男
の
料
理
教
室

末
崎
地
区
助
け
合
い
協
議
会
主

催

「

男

の

料

理

教

室

」

を

左

記

の
通
り
行
い
ま
す
。

日

時

月

日(

水
）

12

8

午
前

時
～

10

午
後

時
1

場

所

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

対

象

才
以
上
の
男
性

70

参
加
料

無
料

参
加
申
込

末
崎
地
区
公
民
館

（

-

２
９
５
５
）

29

募
集

人

数

人
申
込
順
で
決
定

5

講

師

末

崎

食

生

活

改

善

推
進
員

そ
の
他

三
角
巾
を
ご
用
意
下

さ
い
。

★
ボ
ッ
チ
ャ
練
習
の
ご
案
内

本

年

も

左

記

の

通

り

練

習

を

行

い

ま

す

の

で

、

皆

さ

ん

気

軽

に
ご
参
加
下
さ
い
。

練
習
日

月

日
か
ら
毎
週

12

3

金
曜
日

時

間

午
前

時

～

時

10

12

場

所

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

体
育
館

★
末
崎
体
育
協
会
主
催

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
秋
季

大

会

月

日

（

月

）

小

細

浦

グ

10

18

ラ

ウ

ン

ド

・

ゴ

ル

フ

場

で

名
22

の

参

加

に

よ

り

開

催

さ

れ

ま

し

た
。

成
績
は
次
ぎ
の
通
り
で
す

優

勝

菊

池

喜

久

夫

打
57

ホ
ー

ル
イ

ン
ワ

ン

1

準

優

勝

村

上

義

孝

打
57

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

１

第

３

位

梅

澤

敏

行

打
59

デジタル公民館まっさき HP http://www.massaki.jp/ デジタル公民館まっさき FB https://www.facebook.com/digitalmassak/
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